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　皆さんこんばんは、本日はいわき市の歴史について話

して頂きますが、「賢者は歴史に学ぶ」ということで地元

の歴史について勉強をしていきたいと思います。

　できましたら、グループ会で毎月いろいろな場所へ行っ

て研修しておりますので、是非そちらにも参加して頂きた

いと思います。

　この９月10日には『超高速参勤交代　リターンズ』が

上映されています。会社の皆さん、ご家族と共に是非見

に行って頂きたいと思います。経済同友会のメンバー、

いわき市長が出演されているということですから、どこに

出ておられるかよく目を凝らしてご覧ください。本日は渡

辺先生よろしくお願いします。
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カランコエとガーベラが贈られました

左から安島代表幹事、小松ひと美さん（9月7日）、石井隆幸さん
（9月30日）、常葉修一さん（9月2日）

９月通常例会 会　場　いわき建設会館
９月13日（火）
19:00～

演題「江戸時代の磐城平城下―鳥居・内藤家時代を中心に―」
講師　いわき市文化財保護審議会委員　渡辺　文久　様
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講演会内容
「江戸時代の磐城平城下
　　　　―鳥居・内藤家時代を中心に―」
いわき市文化財保護審議会委員　渡辺　文久　様
はじめに
　いわき市の中心である平は、江戸時代の磐城平藩時
代に磐城平城下として発展し現在の基を築いたという事
ができる。本公演では、鳥居家・内藤家時代を中心に
城下町としての平の建設と発展についてみていきたい。

１、鳥居家時代の磐城平城と磐城平城下
　１）磐城平城の建設
　　ａ）関ヶ原の戦い後取り潰された磐城貞隆にかわり、
　　　慶長 7年（1602）、鳥居忠政が父元忠の伏見城籠
　　　城戦での戦功により磐城四郡のうち10 万石（の
　　　ち12 万石）を与えられ入部する。忠政は岩城氏
　　　の居城であった飯野平城を廃し、阿武隈丘陵の
　　　東へ伸びた大地の東端の急峻の地を選び慶長８
　　　年（1603）より築城を始める。山城である飯野
　　　平城からより領国支配に便利で大規模な城下町
　　　を建設できる平山城であり、周囲の湿地を埋め
　　　立てるなど難工事で完成まで 12 年を要し、丹後
　　　沢の人柱伝説も伝わる。
　　ｂ）磐城平城は全体的に土手が多く、石垣は本丸
　　　の主要部分に限られている。また石垣の積み方は
　　　自然石を用いた野面積みという工法で、石工の技
　　　能集団である穴太衆の関与がみられる。
　　　（図１・図２）

　２）磐城平城下の建設
　　ａ）戦国時代から城郭には城下町が建設されはじ
　　　める、近世にはいると諸藩の領国経営の中心とし
　　　て城と城下町の建設ラッシュがおこり、17 世紀前
　　　半は都市建設の時代を迎える。
　　　　近世の城下町の都市計画は町割りといい、都
　　　市空間的には屈折した街路、武家地、町人地、
　　　寺社地といった身分による居住といったプランが
　　　見られる。建築的には身分により武家屋敷、町屋、
　　　寺社建築という明確な違いがある。
　　ｂ）城下町の建設にあたり、鳥居家は旧岩城家の
　　　家臣や、在地の有力商人や職人を移住させ経済
　　　の発展を図っている。加えて紺屋町を八幡小路か
　　　ら現在地へ移転するといった町ぐるみの移転政策
　　　もとっている。
　　　　鳥居家時代に磐城平城を中心に西に大身の武
　　　家地、東に小身の武家地、南西に寺社地、南に
　　　町人地という基本的な町割りが完成する。
　　ｃ）町地の管理は町人地は各町の町人がおこない、
　　　町ごとに木戸が設けられ、防災のための手桶やは
　　　しごを備えるほか、日常の管理では町内の清掃も
　　　町ごとでおこなうこととされた。

２、内藤家時代の磐城平城下
　１）内藤家の入部と磐城平城下
　　　鳥居家は元和 8年 (1622) 磐城より出羽国最上郡
　　に22 万石で転封となる。代わって内藤政長が上総
　　国佐貫より７万石で入部する。同時に息子の忠興
　　も２万石、政長の女婿の土方雄重は２万石（磐城
　　内の所領は菊田郡１万石）で入部する。
　　　平の町割りは鳥居家時代に原型ができたが、内
　　藤家時代においても、慶安年間に新川（現在の古川）
　　の開削をおこなうなど城下町としての整備は続けら
　　れる。

　２）内藤家時代の城下町
　　ａ）内藤家は町の発展政策をとる。慶安３年 (1650)
　　　四町目に五十集問屋（魚問屋）の設置が許可さ
　　　れたほか、延宝 8年 (1680) には絹呉服の商売が
　　　許されている。元文 3年 (1738) には余剰米を藩
　　　が買い上げ三町目・五町目・紺屋町の商人に米

図１　磐城平城城下及び付近戊辰当年ノ地図（『戊辰私記』より）

図２　磐城平城戊辰当年現在拾櫓ノ内六櫓ノ図（『戊辰私記』より）
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９月グループ会報告９月グループ会報告
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第１グループ会
■日　時　９月30日（金曜日）　19 : 00～
■場　所　イタリアンコート

二つのグループで合同開催をした。             

28年度に入り６カ月が過ぎ、今までの研修をふまえ意見

交換をした。

普段のメンバーだけでなく、他のメンバーが加わり楽し

い交流会が出来ました。

高萩会員よりおいしいワインを頂き、和やかな懇親会に

なりました。

第２グループ会
■日　時　９月30日（金曜日）　19 : 00～
■場　所　イタリアンコート

経営という視点で第２Ｇ会と合同で納涼会を開催した。
普段のＧ会ではできない会員間の情報交換及び懇親
を深める事ができた。
結果的に個人及び企業間の提携に繋げることができ有
意義な会となった。      　
反省としては案内の日程が短かったことにより参加者
が少なかったこと。

　　　の販売を許している。また、同４年には棒手振
　　　が藩から公認されている。
　　　さらに毎月2·8 がつく日には町には市が立った。
　　ｂ）正徳元年 (1711)の「諸品覚書」には平城下の
　　　人口は、士は譜代から足軽まで含めて4260 人、
　　　寺社関係は 498 人、町人 3325 人（男 1750 人、
　　　女 1575 人）の計 8083 人、家数は 631 軒。
　　　　商売の職種は漬物屋 10 軒、木葉屋３軒、打
　　　綿屋 16 軒、肴屋 34 軒、穀屋９軒、瀬戸物売り
　　　３軒、菓子屋１軒。その他酒株 57 本、酒造高
　　　290 石。

３、安藤家時代の磐城平城下
　安藤家時代の磐城平城下の様子は宝暦 11 年 (1761)
に書かれた「磐城枕友」に、
「月ことに二八の市をなさしむ、近七八里の裏よりして群
集をなす、街衛広くして当日には街中に仮に二行の店を

史料１　「磐城枕友」

構へ、貿易の品々を飾り並へ、或は地上に散し布其買
ものは数を尽して多くして且美し」
【現代語訳】
月の２と８のつく日には城下に市が立ち、遠近の７、８
里 (28 から32キロ）から人々が群がり集まってくる。街
区は広くて一当日には街中に２列の仮設の店を構え、
交易の品々を飾り並べ、あるいは地面に置いた布や買い
物は数が多くかつ美しいとあり、平が磐城の経済活動の
中心地であったことがわかる。
（史料１）

おわりに
　磐城平城下は磐城平城の城下町として建設され、江
戸時代を通じて磐城四郡の中心地として発展し、その基
本的性格は現在まで続いているということができる。

【主要参考文献・史料】

『譜代藩の研究―譜代内藤藩の藩政と藩領―』八木書店　1972

『いわき市史』第２巻　近世　いわき市教育文化事業団　1975

『新しいいわきの歴史』

（『いわき地域学会図書10』）　いわき地域学会　1992

『いわき市史』第９巻　近世資料　いわき市教育文化事業団　1972

『戊辰私記』　味岡礼質　1903

「諸品覚書」（内藤家文書）
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INFORMATION

●会の趣旨に賛同される方は会員の推薦と所定の手続きによりどなたでも参加できます。
　お問い合わせは下記へどうぞ。ご入会を心からお待ちしております。

いわき市内の企業経営者ならどなたでも入会できます いわき経済同友会
ご入会のお薦め

 事務局 〒970-8026 いわき市平字童子町4番地-18 いわき建設会館４F                            TEL 0246-23-1200  FAX 0246-23-1211
                            http://www.seaiwaki . jp
                            E-mai l :doyukai@tr iton.ocn.ne. jp

発　行　いわき経済同友会　安島　浩代表幹事
編　集　情報委員会　委員長 坂本和久　
　　　　 副委員長／川崎憲正・田村慎太郎・四ツ倉隆裕
　　　　  　　　　  常葉修一・山崎勇一郎

記念講演講師　  衆議院議員　小泉　進次郎　様

■日　時　９月24日（土曜日）　８ : 00～　
■場　所　栃木県栃木市方面

第４グループ会

第７回（９月度）　 移動グループ会： 栃木県栃木市

内の文化財を訪ねる。

　栃木市の町の中心部には巴波（うずま）川が流れ、

巴波川を利用した舟による運搬が江戸との交易を結

び、栃木の商業は大いに発展した。江戸からは日光

御用荷物や塩、鮮魚類などが運ばれ、栃木から江戸

へは木材、麻、木綿などが運ばれた。それらの交易

で財を成した木材回漕問屋の蔵が巴波川の岸辺に建

ち並び、風情のある蔵の街の景観を残している町で

した。

１　とちぎ山車会館・東京の山王祭に使用されてい

　た、静御前の山車を購入したのが、きっかけとな

　り今では新旧あわせて、６台の山車が秋祭りに市

　内を練り歩くそうです。

２　巴波川に観光遊覧用の小舟ゆっくりと行き交い、

　「蔵の街」としての栃木を象徴する風景が見られた。

３　塚田歴史伝説館・塚田家は江戸時代後期から巴

　波川の舟運を活かし木材回漕問屋を営んできた豪

　商で、巴波川沿いに１２０ｍにおよび黒塀と白壁

　土蔵があり、栃木市の代表する建物です。

４　栃木市は、美味しいお蕎麦もあり「太郎庵」に

　て、お蕎麦とナマズの天ぷらを頂きました。 

５　あだち好古館・江戸末期から明治中期に建てら

　れた呉服商の蔵を改修し、館内には浮世絵錦絵な

　ど江戸情緒を感じさせる美術品が多数陳列されて

　いました。

６　岡田記念館・岡田家は５５０年以上の歴史を持

　つ旧家で、江戸時代には畠山氏の陣屋となってい

　ました。岡田家伝来の宝物が展示されていました。
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